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ハガキがぬれている場合は乾かしてからご覧ください
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第3四半期 株主通信
2 0 1 6 年 4 月 1 日 ～ 2 0 1 6 年 1 2 月 3 1 日

株式会社SRAホールディングス
〒171-0022 東京都豊島区南池袋2-32-8
TEL：03-5979-2666　http://www.sra-hd.co.jp/

連絡先
三菱ＵＦJ信託銀行株式会社  証券代行部　
〒137-8081 東京都江東区東砂7-10-11
 TEL：0120-232-711（フリーダイヤル）

株主名簿管理人および特別口座の口座管理機関
三菱UFJ信託銀行株式会社

2017年3月期 2016年12月末日の株主様にお送りしております
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、
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頃
よ
り
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別
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ご
高
配
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

情
報
サ
ー
ビ
ス
業
界
に
お
き
ま
し
て
は
、
IT
投
資
は
緩
や
か
な
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
競
争
激
化
に

よ
る
厳
し
い
受
注
環
境
は
続
い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、Ｓ
Ｒ
Ａ
グ
ル
ー
プ
各
社
は
、
企
業
価
値

な
ら
び
に
株
主
価
値
の
向
上
を
目
指
し
、
様
々
な
施
策
に
注
力
し
ま
し
た
。

第
３
四
半
期
の
業
績
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
年
同
期
比
で
、
売
上
高
が
横
ば
い
と
な
っ
た
も
の
の
、
収
益
は

粗
利
益
（
12.4%

増
）、
営
業
利
益
（
10.8%

増
）、
経
常
利
益
（
11.3%

増
）、
四
半
期
純
利
益
（
17.1%

増
）、

１
株
当
た
り
四
半
期
純
利
益
（
1
3
9
.5
6
円
→
1
6
2
.5
3
円
）
の
〔
全
て
に
お
い
て
増
益
〕
と
な
り
ま
し
た
。

営
業
利
益
、
経
常
利
益
、
四
半
期
純
利
益
お
よ
び
粗
利
益
率
（
2
0
.8
%
）
、
営
業
利
益
率
（
1
0
.0
%
）
、

経
常
利
益
率
（
1
1
.0
%
）
は
〔
過
去
最
高
〕
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
Ｓ
Ｒ
Ａ
グ
ル
ー
プ
一
丸
と
な
り
、
年
度
計
画
達
成
に
向
け
、

一
層
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
に
は
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
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代表取締役社長
株式会社SRAホールディングス

皆様には、日頃より格別のご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。
情報サービス業界におきましては、IT投資は緩やかな増加傾向にありますが、競争激化に
よる厳しい受注環境は続いております。そのような状況の中、ＳＲＡグループ各社は、企業価値
ならびに株主価値の向上を目指し、様々な施策に注力しました。
第３四半期の業績につきましては、前年同期比で、売上高が横ばいとなったものの、収益は
粗利益（12 .4%増）、営業利益（10 .8%増）、経常利益（11 .3%増）、四半期純利益（17 .1%増）、
１株当たり四半期純利益（1 3 9 . 5 6円→1 6 2 . 5 3円）の〔全てにおいて増益〕となりました。
営業利益、経常利益、四半期純利益および粗利益率（2 0 . 8%）、営業利益率（1 0 . 0%）、
経常利益率（1 1 . 0%）は〔過去最高〕となりました。
今後もＳＲＡグループ一丸となり、年度計画達成に向け、
一層の努力をしてまいります。
皆様には、変わらぬご支援を賜りますようお願い申しあげます。

　　２０1 7年2月
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■3Q ■通期 ■通期（計画）

期末配当
55円

中間配当
30円

期末配当
45円

中間配当
25円

第3四半期 連結業績ハイライト

トピックス

売上高 282億円 （単位 ： 億円）（通期計画 ： 400億円）
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400
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2017/3

2014/3 2015/3 2016/3 2017/3

2014/3 2015/3 2016/3 2017/3

■3Q ■通期 ■通期（計画）

親会社株主に帰属する当期純利益19億円 （単位 ： 億円）（通期計画 ： 26億円）
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■当初予定配当 ■年間配当 ■年間配当（計画）

1株当たり配当金 （単位 ： 円）

55
45

2015/3

7065

2016/3

85

2017/3

■3Q ■通期 ■通期（計画）

経常利益 31億円 （単位 ： 億円）（通期計画 ： 41億円）
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31

15円
増配15円

増配

ウェアラブル端末とは、時計やメガネのような形で “身につけて” 持ち運びができる情報端末の
ことです。ウェアラブルはIoT（モノのインターネット）のひとつともいえます。
昨年、㈱SRAとSRAアメリカ、SRAヨーロッパは、ウェアラブルソリューションを共同開発し、
製造業、サービス業をはじめとする国内・海外のお客様に向け、提案を開始しました。
〔ウェアラブルソリューション「点検作業の確認システム」〕　http://www.sra.co.jp/tenken
工場や機械設備などの点検作業の現場では、多発する点検漏れや記入ミスを防止すべく何重もの
チェック体制が必要となります。また、紙に印刷したチェックリストでは、確認や記入の都度、
作業が中断されてしまいます。SRAが開発した自社製品ソリューションは、
1  「スマートグラス」（メガネ型端末）に点検項目を表示し、現場で点検内容を確認→点検漏れを防止
2  ハンズフリー（手を使わない）で、センサーや音声で作業状況を記録
3  トラブル発生時における音声と画像による遠隔支援
をすることができ、〔点検作業の効率化〕（品質向上、コスト削減、時間短縮）を図ります。
１月に出展した「ウェアラブルEXPO」では、多くの方々の関心を集めました。
SRAグループは、これからも積極的に成長分野にむけたビジネスを展開してまいります。

「自社IP製品ビジネス」の推進～ＩｏＴ／ウェアラブルソリューション

▼ ▼ ▼ 詳しくは、ハガキを開いて内側をご覧ください

▼ ▼ ▼

評価損を
特別損失に計上

配当性向
38.6%（計画）
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